
- 1 -

平成１８年９月２０日 第 ３ 号

発行 八戸市立市川公民館（木村 隆一）

市川を調べる会（会長 星 一郎）

市川昔がたり③ 【明治２９年の津波のこと】 多賀台 奈 良 孝次郎

〈津波がやってきた〉
市川地区を襲った津波は何度か記録されているが、一番大きな被害をもたらしたそれは明治２９年（１８９６）の三陸大津波

でした。当時の記録によると、このようになっています。６月１５日（旧暦５月５日）の午後７時半頃地震があった。大きな揺れで

はなかったが、少し長く続き、その後,海のかなたからすさまじい轟音、海上が光った。しばらくして津波がくり返し押し寄せた。

〈大きな被害をもたらした〉
この時の津波の被害は三陸海岸で特に大きく、死者は岩手県中心に２万７千余人だった。青森県の犠牲者は死者３４５人、

百石地区の一川目・深沢地区で多く、八戸地区では、市川村の２８名だった。

当時の市川村は、海岸近くにもかなりの住居や仕事場があり、そこへ津波がやってきた。当時、網元をやっていた吉田家の

過去帳によると、一家で６名（おとな２人、子ども４名）の死者を出している。ほかに、家屋破壊や漁船流失などの被害も大きか

った。

〈気づいたこと〉
調べてみて気づいたことがある。当時の地震の揺れはあまり大きくなく、震度３程度だったらしい。当時のことは正確には

分からないが、宮古測候所で一応の記録を残している。その地震の後で２４メートル超の津波となった。津波は何度かやって

きたが、最大のものは３回目だった。そして、当時は避難警告など、しくみとして、なかった。

〈いまの市川の海岸は〉
いまの市川地区の海岸をみると、堅固な防潮堤に囲まれているが、大津波の来襲に対して大丈夫なのだろうか。安全であ

ることを望むとともに、気がかりが頭をよぎる。この項を書くにあたって、次の方々のご教示を得ました。

吉田英造夫妻・木村仁松氏・木村亀之助氏。なお、吉田英造氏は、その後死去されました。

参考：「聞き書き多賀の百年」、「百石町誌（下）」、「三陸海岸大津波（吉村昭）」
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